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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
五
十
五
）
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昭
和
32
年（
１
９
５
７
年
）
７
月
21

日
、
夕
食
後
に
卯
が「
今
夜
は
楽
に
寝

れ
そ
う
か
な
」
と
言
っ
た
途
端
、
住
井

の
腕
の
中
に
倒
れ
息
を
引
き
取
っ
た
。

享
年
66
。
同
月
28
日
に
無
宗
教
に
よ
る

葬
儀
が
行
わ
れ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の

場
に
帰
っ
て
行
き
、
牛
久
沼
の
ほ
と
り

の
家
は
住
井
と
長
女
か
ほ
る
夫
婦
だ
け

に
な
り
、住
井
は
虚
脱
感
に
包
ま
れ
た
。

　

こ
の
年
の
10
月
、
犬
田
卯
と
住
井
す

ゑ
共
著『
愛
と
い
の
ち
と（
副
題
・
は
だ

し
の
夫
婦
愛
三
十
六
年
）』が
大
日
本
雄

弁
会
講
談
社
か
ら
刊
行
と
な
っ
た
。

　

翌
年
の
昭
和
33
年（
１
９
５
８
年
）に

は
、
犬
田
卯
が
書
き
残
し
た
原
稿『
日

本
農
民
文
学
史
』
が
農
山
漁
村
文
化
協

会
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

　

『
日
本
農
民
文
学
史
』が
刊
行
さ
れ
る

ま
で
に
は
次
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
が

あ
っ
た
。

　

昭
和
30
年（
１
９
５
５
年
）夏
、
詩
集

『
野の

ら良
に
叫
ぶ
』の
詩
人
で
農
民
運
動
家

の
渋
谷
定
輔
が
、
水
戸
ま
で
来
た
つ
い

で
だ
と
言
っ
て
、
牛
久
沼
の
ほ
と
り
の

犬
田
家
を
訪
ね
て
来
た
。

　

渋
谷
は
、
一
時
期
、
犬
田
と
共
に
雑

誌『
農
民
』の
編
集
に
携
わ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
二
人
は
、
戦
前
の
農
民
運

動
の
困
難
な
時
代
を
懐
か
し
く
語
り
合

い
、
現
代
の
低
調
な
農
民
運
動
に
憤
慨

し
、
最
後
に
は
自
ち
ょ
う
気
味
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

話
の
中
で
、
犬
田
は
自
著『
日
本
農

民
文
学
史
』と
翻
訳
物
の『
フ
ラ
ン
ス
革

命（
※
）』
だ
け
は
、
何
と
し
て
も
活
字

に
し
て
お
き
た
い
と
話
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
渋
谷
が『
日
本
農

民
文
学
史
』
の
刊
行
に
尽
力
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
犬
田
家
を
後
に
し
た
。

　

そ
の
と
き
の
夫
の
う
れ
し
そ
う
な
顔

が
、
住
井
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

渋
谷
は『
日
本
農
民
文
学
史
』
の
原

稿
用
紙
の
束
を
ふ
ろ
し
き
に
包
ん
で
、

次
々
に
出
版
社
と
交
渉
し
た
が
、
は
か

ば
か
し
く
な
く
、
犬
田
が『
出
版
さ
れ

た
日
本
農
民
文
学
史
』
を
生
前
に
手
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
正
確
を
期
す
た
め
に
あ
ま

り
に
も
引
用
文
献
が
多
く
、
専
門
家
に

は
あ
り
が
た
い
が
、
と
て
も
一
般
読
者

向
け
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
だ
っ
た
。

　

そ
れ
が
、
昭
和
33
年
に
な
る
と
渋
谷

か
ら
、
小
田
切
秀
雄
法
政
大
学
教
授
の

協
力
に
よ
り
農
山
漁
村
文
化
協
会
よ
り

発
行
で
き
る
と
い
う
便
り
が
届
い
た
。

そ
れ
は
、
小
田
切
に
よ
っ
て
引
用
文
献

が
取
捨
選
択
さ
れ
た
上
に
、
巻
末
に

は
、
彼
と
南
雲
道
雄
の
共
同
執
筆
に
よ

る『
日
本
近
代
農
民
文
学
史
年
表（
作
品

一
覧
表
）』が
付
さ
れ
、
２
２
０
ペ
ー
ジ

ほ
ど
に
整
理
さ
れ
た

か
ら
だ
っ
た
。

　

『
日
本
農
民
文
学

史
』
は
、
固
定
し
た

歴
史
観
や
政
治
姿
勢

に
と
ら
わ
れ
ず
、
地

味
な
が
ら
日
本
の
農

民
文
学
運
動
の
必
要

性
と
存
在
理
由
が

勃ぼ
っ
こ
う
き

興
期
の
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
て
、
日

本
農
民
文
学
史
の
研
究
に
は
欠
か
せ
な

い
労
作
で
あ
る
。

　

『
日
本
農
民
文
学
史
』
を
刊
行
で
き

て
、
住
井
す
ゑ
の
ほ
ほ
に
は
、
夫
に
対

す
る
責
任
を
一
つ
果
た
せ
た
と
い
う
安

ど
感
で
ほ
ほ
笑
み
が
浮
か
ん
だ
。

　

一
方
、
こ
の
年
、
昭
和
33
年
に
は
、

住
井
が『
農
民
』
に
連
載
し
た『
カ
ラ
カ

ン
ダ
』、『
生
き
て
い
た
男
』、『
匙さ
じ

』
に
筆

を
加
え
、
ま
と
め
た『
向
い
風
』も
発
売

に
な
っ
た
。『
向
い
風
』
は
、
敗
戦
後
の

農
村
で
吹
き
付
け
る
向
か
い
風
に
一
人

大
地
に
足
を
踏
み
下
ろ
し
、
ど
こ
ま
で

も
自
分
の
意
志
で
生
き
抜
く
女
性
を
描

い
て
好
評
で
あ
っ
た
。

※
８
月
１
日
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
、

今
年
の
６
月
昭
和
堂
よ
り
刊
行
。

犬
田
卯
の
願
望

�犬田卯著『日本農民文学史』

　昭和33年に農山漁村文化協会よ

り刊行。日本の農民文学に関する

百科事典に相当する。『農民文学』に

ついて犬田と小林多喜二（『蟹工船』

の著者）の対決・論争などが網羅さ

れている。－犬田家所蔵。

自
著『
日
本
農
民
文
学
史
』
と
小
説『
フ

ラ
ン
ス
革
命
』翻
訳
刊
行


